
親子の絆を育む「のびのび教室」

市
で
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
と
し
て
輝
き
、
心
豊
か
に
育
ち
、
地
域
社
会

に
明
る
い
未
来
を
つ
く
り
出
せ
る
よ
う
、
総
合
的
な
子
育
て
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
支
援
事
業
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
子
ど
も
の
発
達
の
支
援
を
行
う

「
の
び
の
び
教
室
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

【
こ
ど
も
課
】

の
び
の
び
教
室
っ
て
？

「
言
葉
を
話
し
始
め
る
の
が
ゆ
っ
く

り
」
「
マ
イ
ペ
ー
ス
」
「
ち
ょ
っ
と
落
ち

着
き
が
な
い
」
な
ど
の
特
徴
を
持
つ
子
ど

も
と
保
護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
た
ち
が

主
人
公
に
な
る
活
動
を
実
施
す
る
親
子
教

室
で
す
。

の
び
の
び
教
室
で
は
、
子
ど
も
の
成
長

や
発
達
を
支
援
し
、
親
子
の
絆
を
確
か
な

も
の
に
育
み
ま
す
。

ど
ん
な
教
室
？

平
成
２
年
10
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
、

現
在
は
、
１
歳
８
カ
月
健
診
後
、
発
達
に

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
や
、
育
児
に

不
安
の
あ
る
保
護
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
び
の

び
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

の
び
の
び
教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

次
の
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
支
援

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
早
寝
早
起
き
で
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、

遊
び
の
土
台
を
し
っ
か
り
つ
く
る
。

●
自
分
の
思
い
や
要
求
を
豊
か
に
持
ち
表

現
す
る
。

●
生
活
の
中
で
遊
び
を
見
つ
け
出
し
、
家

の
人
や
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い
遊
ぶ
。

教
室
の
仕
組
み

な
か
よ
し
ク
ラ
ス

初
め
て
の
親
子
が
通
う
教
室
が

「
な
か
よ
し
ク
ラ
ス
」
で
す
。
な
か

よ
し
ク
ラ
ス
の
期
間
は
3
カ
月
で
、

開
始
時
期
は
4
月
・
７
月
・
10
月
・

1
月
の
年
４
回
で
す
。

●
活
動
日　

毎
週
火
曜
日

の
び
の
び
教
室

室
内
や
戸
外
遊
び
の
空
間
が
広
く

な
り
、
保
育
時
間
も
長
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
年
齢
の
幅
も

広
が
り
ま
す
。

●
活
動
日　

毎
週
月
・
水
・
木
・
金

曜
日
の
い
ず
れ
か
一
日

卒
室家

の
人
以
外
の
大
人
（
先
生
な

ど
）
と
気
持
ち
が
つ
な
が
っ
て
き
た

り
、
友
だ
ち
の
し
て
い
る
こ
と
に
興

味
が
出
て
く
る
と
卒
室
の
時
期
を
迎

え
ま
す
。

親子の絆を育む親子の絆を育む
のびのび教室のびのび教室
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かける 橋本人
今月
のかけ橋人

　今月号に掲載の催しなどは新型コロナウイ
ルス感染症の影響により中止または延期とな
る場合があります。催しの詳細は、市ホーム
ページなどをご確認ください。

「ガンバレ！」のまち 橋本市

2022 Vol.191
月号

認定こども園輝きの森学園で
園児たちが元気いっぱいおも
ちつきをする様子。

今月の表紙
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独自の発想で原田織物しか作れない製品を目
指し「使いやすい」「使ってよかった」と思っ
ていただけるものづくりを大切にしています。
今回受賞したエコバッグは収納のしやすさ、

洗ってもすぐ乾くなどのニット織りならではの
機能面はもちろん、生地のロスができるだけ出
ないようにしているなど、環境にも配慮した製
品であることが認められたのだと思います。
私は約20年前に他業種から転職し、社長を

はじめ従業員一同で頑張っています。これから
も地場産業を担うことの誇りを持ち、織物業を
次の世代へつないでいきたいと思います。

地
場
産
業
へ
の
誇
り

地
場
産
業
へ
の
誇
り
グッドデザイン賞受賞

原田織物　小
お

田
だ
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